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　童話『銀河鉄道の夜』は，「ほんたうのさいはひ」が
何かを探す物語である。総集編Ⅰ（石井，2020）で賢
治が「ほんたうのさいはひ」は「ほんたうの考え」と
「うその考え」を見分けて宗教と科学を同じにさせるこ
とで見つかるということを信じていたということを報
告した。これがこの物語の主旨でもあるが，この考え
方は，物語に登場する「三角標」などの難解な用語を
植物によって読み解くことによって明らかにされた。
　本稿では，植物によって解き明かされた難解な用語
（天気輪の柱，三角標など）について総説する。

１．ジョバンニの家の庭に植えられてあるアスパラガ
スとケール（天気輪の柱は五輪塔をイメージできる
積乱雲）
　第四次稿に登場する「黒い丘」の頂の「天気輪の
柱」が何を意味しているかは，ジョバンニの家の前
の空き箱に植えられてある「アスパラガス」（第１図
A，ユリ科クサスギカズラ属のオランダキジカクシ；
Asparagus officinalis L.）と「ケール」（アブラナ科；
Brassica oleracea  L. var. acephala DC）がなぜ植え
られているかを解明することにより明らかになる（石
井，2013e，2015d，2016a）。空き箱の「アスパラガス」
と「ケール（カンランとも呼ぶ）」あるいはジョバン
ニが牛乳屋へ行く途中で見ることになる時計屋の「青
いアスパラガスの葉で飾ってある円くて黒い星座早

見」（第 1図Ｂ）は，各仏教宗派共通の仏塔である「五
輪塔」（第２図）の暗喩である（石井，2013e）。「五輪
塔」は，下から「地輪」（四角・黄），「水輪」（丸・白），
「火輪」（三角・赤），「風輪」（半月・黒），「空輪」（宝
珠・青）によって構成される。例えば，「青いアスパ
ラガスの葉で飾ってある円くて黒い星座早見」は，外
形が四角（地輪）で色が黒（風輪）く，丸（水輪）い
円板から成り，青（空輪）い三角形（火輪）をしたア
スパラガスの葉が飾ってあるので不完全ながらも「五
輪塔」をイメージしたものと言える。
　仏塔としての「五輪塔」には，真言密教では「大日
如来」の真言（仏の言葉）である「ア・バ・ラ・カ・キャ」
の梵字が刻まれる。浄土教の「阿弥陀如来」の真言は
「オン・ア・ミリ・タ・ティ・セイ・カ・ラ・ウン」（下
線は著者）である。それぞれの「真言」の読みが「ア
スパラガス」や「カンラン（ケール）」という植物名
と重なる。本来，人が死ぬと浄土教では「阿弥陀如来」
の在処である極楽浄土へ、また真言密教では「大日如
来」の在処である密厳浄土へ導かれると信じられてい
た。しかし，真言宗の僧である覚鑁（かくばん；1095
～1143）は十方浄土を包摂する曼荼羅思想から「大日
如来」の住処である密厳浄土と「阿弥陀如来」の住処
である極楽浄土は同一であるとした。すなわち，どん
な宗派の仏教を信じている人でも死ねば皆同じ所（浄
土）へ導かれると見なされて，「五輪塔」は宗派を超
えて成仏できる仏塔（供養塔）となったと言われて
いる。2020年 1 月12日受付．
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　「浄土」とは，あの世（来世）という意味だけでな
く大乗仏教における宗教的な「理想郷」を指す言葉で
もある。しかし，賢治は日蓮宗（国柱会）の信徒で
もあるので浄土教のように来世で救われるのではな
く，現世で救われなければならないと考えた。賢治に
とって「浄土」とは，現世における「みんなのほんた
うのさいはひ」が得られる所である。賢治は，この考
えをキリスト教やイスラム教の天国あるいは「理想
郷」にまで拡大している。実際に，童話ではキリスト
教徒あるいはアラビア風と思われる人々が登場する。
すなわち，賢治は，既存の宗教を超越した普遍宗教を
確立することを願っている（石井，
2016a）。
　「天気輪の柱」も，「五輪塔」のこ
とで，物語では「地」が地上，「水・
火・風」が水と空気（風）の散乱系
である「積乱雲」で，「空」が真空
の空（そら）のことを示している。
すなわち，「天気輪の柱」とは，地
上と空の間に位置する「積乱雲」の
ことである。この「積乱雲」の「雷
雲（「火」）」が稲光（「光」）をだして
「三角標」に変貌する（第３図）。これ
は，アインシュタイン（A. Einstein；
1879～1955）の特殊相対理論の中の
「エネルギー（E）=質量（m）ｘ 光
速度（c）２乗」の式（エネルギー
と物質の質量は等価）の影響を受け
ている。現実空間では，粒子と波動
の二面性を持つ「光」が「物質」に
変化することはないが，賢治が描い
た幻想第四次空間（夢の中）では，
「エネルギー」でもある「光」は「物
質」に変化する。

第２図．五輪塔（地輪＝四角・黄，水輪
＝丸・白，火輪＝三角・赤，風
輪＝半月・黒，空輪＝宝珠・青）．

第 1 図．アスパラガス（A）と青いアスパラガスの葉で飾られた黒くて
丸い星座早見（B）．Bの青（緑）い三角形のアスパラガスの葉と
黒くて丸と四角から成る星座早見は五輪塔をイメージできる.

２．三角標は信仰の対象となる三角測量に使う三角点
になる建造物
　賢治がイメージした物語の中の「三角標」は三角測
量に使う「三角点」になる建造物である。「三角点」
の標石の上に建てる測標（覘標）という木の櫓では
ない。天上世界で最初の「三角標」が現れる北十字
のある白鳥区（「白鳥の停車場」がある所）では，宗
教が生活の中心であった中世のキリスト教寺院のゴ
シック様式の教会堂の「鐘楼（尖塔）」あるいはイス
ラム教寺院の「ミレット」がイメージできる（石井，
2014b；第４図）。教会堂の「尖塔」は三角測量の「三
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第３図．黒い丘に立つ天気輪の柱（A）と三角標（B）．
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角点」になる。賢治は仏教思想を隠しているので景観
の中に仏教寺院は登場しない。白鳥区を過ぎると「三
角標」は，灯台あるいはネオゴシック様式の「尖塔」
を持つ商業用の「高層ビル」に変わり（2014c），最後
の「蝎の火」の逸話が語られる場面では「物質的な豊
かさ」をもたらす近代科学の象徴である水力発電所か
ら電気エネルギーを送電するための「鉄塔」や工場の
「煙突」に変貌する（石井，2015a，2015d，2017c；第
５図）。「蝎の火」は，烏瓜のあかりのように「楊（や
なぎ）の木」に透かしだされている（第５図）。
　「三角標」は現世における「みんなのほんたうのさ
いはひ」を探し求めるための「道標」になるものであ
るが，「ほんたう」と「うそ」を見分けられない求道
者には，「尖塔」に見えたり「鉄塔」に見えたりする。
仏教の経典に記載されている用語で説明すれば，「三
角標」は『法華経（妙法蓮華経）』の「化城喩品第七」
に記載されている「幻の城」（幻の塔）である（化城
宝処）（石井，2019d）。「化城喩（けじょうゆ）」とは
旅人（求道者）が最終の目的地があまりにも遠いので
途中で旅を放棄しないように，中間に神通力で城（塔）
を造り，そこでいったん休んでまた旅を続けさせると
いう話である（法華七喩の一つ）。
　「ほんたう」と「うそ」が見分けられるようになれば，
「みんなのほんたうのさいはひ」を導く「ほんたうの

三角標」が姿を現すはずだが，「近代科学」を象徴す
る「送電鉄塔」や工場の「煙突」の次にどのような姿
をした「三角標」が現れるかは，多分賢治も含めて誰
も分からないと思われる。

３．ジョバンニを天上に導く「十」という形象
　「みんなのほんたうのさいはひ」を導くのは天上の
「三角標」だけではない。「十」という形象がジョバン
ニを地上から天上へ誘導している。
　童話『銀河鉄道の夜』（第四次稿）には，キリスト
教を象徴する「十字架」をイメージできる「十」とい
う文字がたくさんでてくる。例えば，「十字路」，「鷺
のからだが十ばかり」，「天の川の水あかりに十日もつ
るして置く」，「米も殻もないし十倍も大きい」，ジョ
バンニが持っている切符に対しては「おかしな十ばか
りの字を印刷したもの」等とでてくる。また，銀河の
中の「白鳥の停車場」（北十字）とサウザンクロス（南
十字）の停車場には十字架が立っていて，「サウザン
クロスの停車場」近くには「手をのばし」て「十」の
形になっているキリストと思われる「神々しい白いき
ものの人」もいる。　
　天上に上る場所でもある「黒い丘」は，ジョバンニ
が入眠するときに銀河ステーションに変貌するが，は
たして「黒い丘」の頂のどこから上るのだろうか。そ
のヒントが第三次稿のタイタニック号と思われる船の
沈没事件の際に歌われる賛美歌に隠されている。その
歌は諸説があるが，その１つとして『主よみもとの歌』
があげられていて，「主よみもとにちかづかん／のぼ
るみちは十字架に／ありとなどかなしむべき／主よみ
もとにちかづかん」（下線部は著者（石井）による）と
歌われる。すなわち，十字架が地上から天上に上る足
場あるいは停車場になるというのである。これは『旧
約聖書』（創世記28章第11〜18節）に書かれてある「ヤ
コブが夢の中で見た天から地に向けられた梯子」を連
想させる。

　では「黒い丘」に「十」に関係するものはあるのだ
ろうか。「黒い丘」の頂には「天気輪の柱」が立って
いるが十字形をしているとは記載されていない。しか
し，その傍に「つりがねさうか野ぎくかの花が，そこ
らいちめんに，夢の中からでも薫りだしたといふや
うに咲き」とある。多分，十字架に関係する植物は
「ツリガネニンジン」（Adenophora triphylla（Thunb.） 
A.DC． var．japonica（Regel）H．Hara）であろう（石
井，2011）。「つりがねさう」は釣鐘状の花をつけた植
物の総称であるが，「十」の形となると花柄や葉が十
字形に輪生する「ツリガネニンジン」（第６図）がこ
の物語の「黒い丘」の頂に咲く植物としてはもっとも
相応しいように思える。「ツリガネニンジン」はキキョ
ウ科であるので，この科の特徴として枝を折ると白い

第４図．天の野原に立つたくさんの教会堂の尖塔をイメー
ジできる三角標．

第５図．烏瓜のあかりのように楊の木に透かしだされた蝎
の火．
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乳液もでる。白い乳液は銀河（Milky Way；牛乳の道）
を連想させる。また、『銀河鉄道の夜』には花弁が「十」
になる植物も登場する。ジョバンニが住む家の入口の
空箱に植えられている「ケール」は，南欧原産のアブ
ラナ科の植物でキャベツやブロッコリーの原種とされ
る。アブラナ科の植物は花弁が四個で十字形につくの
で「十字花」と呼ばれ，昔はジュウジバナ科と呼んだ
こともある。すなわち，ジョバンニは，「ケール」が
植えてある自宅から「十字になった町のかど」を通っ
て，「黒い丘」の頂の「ツリガネニンジン」が生えて
いる所へ行き，そこから銀河鉄道の列車に乗って天上
である北十字あるいは南十字へ向かうことになる。こ
れは，ジョバンニあるいは女の子の信仰する宗教と関
係があるのかもしれない。

４．天上に登場する植物の序列は俗から聖へ
　物語（第四次稿）の天上世界（臨死状態あるいは死
後の世界）では，列車の車窓から「すすき」，「りんだう」，
「芝草」，「銀杏」，「かはらははこぐさ」，「米」，「苹果（り
んご）」，「たうもろこし」，「河原なでしこ」，「楊」，「唐
檜」，「もみ」，そして「くるみ林」と13種程の植物が
見えてくるが，登場する植物の順序は「俗」なる植物
から「聖」なる植物になるように段階的に配置されて
いる（石井，2011，2014a）。「聖」とは日常の事柄や
事物とは区別して扱われるべき特別の尊い価値をもっ
ているという意味である。例えば，「すすき」，「りん
だう」，「芝草」，「銀杏」，「かはらははこぐさ」はごく
ありふれた野生の植物（厄介者と呼ばれるものも含む）
であるが，「米」，「苹果」，「たうもろこし」は自らの
体の一部を食料として人間に供給している有益な植物
であり，「楊」にいたってはマッチの軸木製作のため
に次々に伐採され，そして自らの命を燃やして人間に
役立っている「聖」なる植物である。これは「俗」な
る人物である「鳥捕り」が北十字辺りから乗って1駅
先の「鷲の停車場」で降りるが，友達を助けて水死し
た「聖」なる人物であるカムパネルラは遥かに遠距離
の南十字まで旅するのに対応している。

　より遠くまで乗車した人，あるいは自分を犠牲にし
た人が「偉い（上の位にある）」というのではない。
北十字は銀河の「上流」で，高原を下ったところにあ

る南十字は「下流」にある。すなわち，自分を犠牲に
したカムパネルラやマッチの軸木になる焼身自己犠
牲を象徴する「楊」（アメリカヤマナラシ；（Populus 
tremuloides Michx.）や「くるみ」（ペルシアグルミ；
Juglans regia L．）など「聖」なる者や植物が「上流」
ではなく「下流」にあるということが重要なのであ
る。賢治は，信仰のある者は信仰のない者よりも「上
位」ではなく「下位」にあるということが言いたいの
だと思う。別の言葉で言い換えれば，「物質的な豊か
さ」をもたらす科学を信じる者はそれを信じない者よ
りも「下位」にあるということでもある。これら人と
植物の並べ方は，賢治独自の思想に基づいている。賢
治は，「みんなのほんたうのさいはひ」に導く「こう
ありたい未来」の宗教としての普遍宗教を模索してい
て，この序列と配置は賢治の考える普遍宗教（あるい
は思想）の核心部分と思われる（吉本，1997；石井，
2015b，2016c）。どんな宗教の指導者も思想家も自分
の宗教の神や思想が唯一で正しいと思っている。「法
華経」ですら，第一章で「経典の中で最も優れたもの
である」と主張している。

　賢治にとって，「上位」であるとか「下位」である
とかという価値観は，否定される対象でもある。それ
は『銀河鉄道の夜』と同時期に創作された童話『どん
ぐりと山猫』（1921）でも明確に表現されている（石井，
2017d）。この物語は以下のような内容である。主人公
の一朗という少年が，山猫から面倒な「裁判」がある
から来てほしいという手紙をもらい，「カヤ」（Torreya 
nucifera（L．）Siebold et Zucc．）の森へ行く。そこでは、
沢山の＜どんぐり＞が「一番えらい」（上位）のは先
が尖っているのだとか，丸いのだとか，背が高いのだ
とか言って三日も争っている。各々の＜どんぐり＞が
「だめです。私が一番えらいのです」と言って頑とし
て譲らない。山猫に解決を迫られた一朗は，笑って「こ
のなかで，いちばんえらくなくて，ばかで，めちゃく
ちゃで，てんでなってゐなくて，あたまのつぶれたや
うなやつが，いちばんえらいのだ」と山猫に言わせて
＜どんぐり＞達を瞬時に黙らせてしまう。

５．鳥の押し葉
　（ほんたうとうそを区別する）
　「鳥の押し葉」は，第四次稿の八章「鳥を捕る人」
で登場する。＜鳥捕り＞は, 物語では銀河の河原で「鷺
（さぎ）」,「雁（がん）」，「 鶴（つる）」などの鳥を捕
まえて「押し葉」にして食用として売る商売をしてい
る。「鳥の押し葉」の作り方は, ＜鳥捕り＞の言葉を借
りれば, 「天の川の水あかりに, 十日もつるして置くか
ね, さうでなけぁ , 砂に三四日うづめなけぁいけない
んだ。さうすると, 水銀がみんな蒸発して, 喰べられる
やうになる」である。賢治が「鳥の押し葉」を物語に

第６図．ツリガネニンジンの花柄（A）と葉（B）は十字架
（４輪生）を暗示．
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出してきたのは「ほんたう」と「うそ」をどうすれば
分けられるかという問題を提起したかったからと思わ
れる。これは「アイヌ」の歌人である違星北斗の『コ
タン』創刊号（1927．8．10）の論説「アイヌの姿」に
でてくる「贋（がん）シャモ」（贋は「にせもの」の
意味）の話を基にしている（石井，2019c）。「贋シャモ」
は，明治政府の「同化政策」に対して，うまく順応す
ることができず，アイヌ語や自然信仰を捨てるだけで
なく「和人」を模倣したり，自ら「アイヌ」であるこ
とを隠したりして「和人」の社会の中に溶け込もうと
した者のことを指す。
　＜鳥捕り＞は，ジョバンニに「鷺」や「雁」の「押
し葉」を見せて食用だと話すが，ジョバンニは信用し
ない。この場面にドライフラワー（押し花にもなる）
で有名な白い花をつける植物「カワラハハコ」（キク
科；Anaphalis yedoensis（Franch. et Sav.）Maxim.）
が登場する。「カワラハハコ」は英名で “Japanese 
pearly everlasting” という。“everlasting” は「永遠の」
あるいは「永久に続く」の意味である。「鶴（つる= 
true；ほんたう）」に対して「鷺（さぎ＝詐欺）」は「う
そ」であり，鳥捕りは「鷺」や「雁」の「押し葉」と
言って植物の「カワラハハコ」で作った押し葉（第７
図）を見せ，そして「落雁」，「初雁」，「雁月」などと
命名されている和菓子をジョバンニ達に食べさせたの
であろう（石井，2012a）。「雁（がん）」（贋と発音が
同じ）の「押し葉」（実際はお菓子）は平べったく「鳥
の形」をしているが「永遠の」真実に見せかけた「な
りすまし」の「偽物の鳥」（贋シャモ）である。ジョ
バンニたちはそれを見抜いているようにも思える（石
井，2012a）。

６．「すゝき」と＜鳥を捕る人＞の類似点
　＜鳥捕り＞は，がさつで，単純で，人が好いのに，
少しずるそうなところがある人物として描かれてい
る。ジョバンニは，車内で初めて会った＜鳥捕り＞と
鳥の捕まえ方や商売の方法について会話するが，しば
らくすると一緒にいるのが面倒な気持ちになって，＜
鳥捕り＞を「邪魔（＝厄介）」な存在と感じてしまう。
このとき，ジョバンニは，＜鳥捕り＞に対して特異な

「こころ」の反応を見せる。例えば「この鳥捕りのた
めに自分のもっている物を全てあげてしまいたい」と
か，「この人のほんたうのさいはひになるなら自分が
あの光る天の川の河原に立って百年つゞけて立って
鳥をとってやってもいい」という気持ちが湧いてく
る。この「鳥捕り」に対して自己犠牲的な「償い」に
繋がる気持ち（ジョバンニの言葉を借りれば「変てこ
な気持ち」）が生じた時，＜鳥捕り＞が物語から退場
し，その代わりに「すゝき（ススキ）」（Miscanthus 
sinensis Andersson）が登場してくる。
　「ススキ」も，いくら四季の移ろい（風情）を感じ
させようと，耕耘前に畑に侵入してくれば排除すべき
対象となる。「ススキ野」を開墾した経験もある賢治
は，「ススキ」に「邪魔者」とか「厄介者」という感
情を強く持ったと思われる。しかし，それらは同時に
賢治にとって恥ずべき「いちばんあってはならない感
受性」でもあったと思われる。賢治は「ススキ」に「あっ
てはならない感受性」を強く感じてしまったことを
「罪」と感じ，『銀河鉄道の夜』という創作物のなかで
この＜鳥捕り＞に対して「罪」を償おうとしたように
思える。
　では，このジョバンニ（あるいは賢治）の「こころ」
の中の特異な反応（「変てこな気持ち」）はどこからく
るのだろうか。この特異な反応は，賢治自身の資質に
よるかもしれないが，賢治が信じた『法華経』の「常
不軽菩薩品第二十」の教えによるところも大きいと思
われる。『法華経』に登場する常不軽菩薩（「常に軽蔑
された男」の意味）は，菩薩自身が迫害され，誹謗中
傷されても相手に同じことをし返すことはしなかっ
た。それどころか，相手がどんな人物であれ，人を見
ては「わたしは，あなたがたを深く尊敬します。けっ
して軽んじたり，あなどったりすることはありませ
ん。」と声をかけて法華経の教えを説いたという（石
井，2015b）。

７．絹で包んだ苹果のような女の子の顔色
　列車がコロラド高原を通過しているとき「インディ
アン」が現れ，郷愁の「思い」に駆られて女の子の顔
色が「絹で包んだ苹果」のようになる。この場合の
顔色は艶のある黄色である。これは，中国最古の医
学書の『黄帝内経素問』（前漢時代に編集）に記載さ
れている「シナカラスウリ」（ウリ科；Trichosanthes 
kirilowiii  Maxim. var．kirilowii）の熟した実を絹で包
むと「五志」（怒・喜・思・憂・恐）の「思い」に相
当する艶のある黄色になることをヒントにしている
（石井，2016d）。
　キリスト教徒の女の子は，賢治の恋人が投影されて
いて，米国に渡った後に列車の進行方向である日本を
郷愁の「思い」で見つめている。「シナカラスウリ」
ではなく「苹果」を選んだ理由は「リンゴ」がキリス

第７図．カワラハハコで作成した鳥の押し葉．
Aは押し葉の植物標本，Bは鳥の形に似せたもの．

BA



38

ト教徒にとって「原罪」を意味するからである。
　ここでは北米大陸に移住してきた「移住者」が「先
住民」である「インディアン」の土地を搾取し彼らを
「保留地」へ追いやったという「原罪」である。これは，
大和民族とアイヌ民族（あるいはエミシ）の間にも言
えることである。「絹」は果物の成熟と関連するエチ
レンを吸着して鮮度を保つ働きがある。よって，「苹
果」を「絹」で包むということは，「移住者」の「原罪」
を風化させないという意味が込められている。

８．野ばらの実は測量旗に赤い点々を打って危険を知
らせている
　第四次稿の白鳥区を過ぎた所で「三角標」（灯台ら
しいもの）の上にはためく「赤い点々を打った測量旗」
が登場する。これは，２つの丸い「野ばら」（「アメリ
カンラズベリー」；Rubus strigosus Michx．）の実が，
「三角標」の上にある「旗」に「三角測量」に使う回
照器（現在ではレーザー発振器）のようなもので銀河
の光を反射させて「赤い点々」の模様を作ったものと
思われる。この「赤い点々」の模様は「丸」と「四
角」の違いはあるが「国際信号旗」のU旗と同じ意味
になり，この先に危険が待ち受けていることを銀河鉄
道の列車に乗り込んだ「ほんたうのさいはひ」を求め
ている乗客（求道者）に光通信で知らせている（石井
2013a，2017b）。人々が物質的な「豊かさ」を求めて
信仰の対象を宗教から近代科学へ移行させたことに対
する警告である。
　これと同様の意味で使っている賢治の作品として童
話『十力の金剛石』がある（石井，2017e）。ここでは，
「野ばら」（「ノイバラ」；Rosa multiflora Thunb．）が
宝石に目のくらんだ王子の顔に「赤い光の点々」を反
射させて王子の前途を心配している。

９．楊に透かしだされた蝎の火
１）バルドラの野原の１匹の蝎
　童話『銀河鉄道の夜』（第一次～第四次稿）の最終
章に出てくるバルドラの野原で「イタチ」に追われて
井戸の中に落ちてしまう「蝎（サソリ）」の逸話は，知
里幸恵訳の『アイヌ神謡集』の神謡「梟の神の自ら歌っ
た謡 “銀の滴降る降るまわりに”」をヒントにしたも
ので，生命10億年の生存競争の歴史が語られている。
この童話に登場する「蝎」は，地質時代「シルル紀」
の浅海の底で暮らしていた「ウミサソリ」のことであ
る。太古の海では「ウミサソリ」は体長が２mを超え
るものもあり食物連鎖の頂点にいて我が物顔で闊歩し
ながら小さな虫や小魚を食べていた。しかし，陸に上
陸した「ウミサソリ」の仲間は小型化して陸の「サソ
リ」（視力が弱くて夜行性）に進化するが，今度は立
場が逆転して小さな魚から進化した「イタチ」などの
哺乳類に捕食されるようになる。

　賢治は，『アイヌ神謡集』に登場する「昔のお金持
ちが今の貧乏人」と「昔の貧乏人が今お金持ち」を「蝎
（＝ウミサソリ）」と「イタチ」に，そして『銀河鉄道
の夜』に登場する「狩猟民（アイヌ）」と「町の人々」
あるいは賢治の生きた時代の岩手県（イーハトーブ）
に住んでいた「先住民（蝦夷）」と「移住者」に置き
換えた。「神謡」では，「昔のお金持ちが今の貧乏人」
が神である「梟（シマフクロウ）」に対して祈りを捧
げると，「昔のお金持ちが今の貧乏人」が「昔の貧乏
人が今お金持ち」と共に争うことなく暮らせる社会が
訪れる。『銀河鉄道の夜』では「蝎」が神に対して祈
ると「まっ赤」な「蝎の火」となり夜空を明るく照ら
すようになる。賢治は，「サソリ」が祈る対象として
の神を「アイヌ」の神（梟）ではなく，近代科学に置
き換えたようである（石井，2018a）。

　物語の天上世界には近代科学を象徴するようなもの
は，白鳥区が終わる頃に車窓から見えるアルビレオ観
測所の「水の速さを測る器械」以外には登場していな
いように見える。ジョバンニが「あれは何の火だら
う。あんな赤く光る火は何を燃やせばできるんだら
う」と言っているが，この「何を燃やせばできるんだ
らう」の問に答えることで近代科学（特に化学）を象
徴するものが見えてくる。多分，物語の「蝎の火」は，
カーバイド工場で「カーバイド」（炭化カルシウム；
calcium carbide，CaC2）を作るときにでる「まっ赤
な炎」であろう（石井，2015a）。
　「カーバイド」は「ウミサソリ」など動物化石を含
む石灰岩を焼いた石灰と植物化石である石炭（炭素）
を混ぜて電気炉で2000℃以上に燃焼させることにより
合成される。「カーバイド」は天然には存在しない。
賢治が童話『銀河鉄道の夜』（第一次稿は1924年の冬頃）
を執筆していた時は，「電気」が都会（南）から地方（北）
に普及していた頃にあたる。すなわち，「蝎の火」は，
人間が「電気」を使って発明した近代科学の炎である。
カーバイドは水と反応するとアセチレンを生成するの
で，アセチレンランプや農業の近代化を象徴する化学
肥料の原料とした。
　これらは，詩集『春と修羅』の「薤露青」の後半部
分にある詩句「南からまた電光がひらめけば／さかな
はアセチレンの匂をはく」を思い起こさせる。カーバ
イド工場への「電気」は「水力発電所」から「送電鉄
塔」を介して送られてくる。それゆえ天上世界の「蝎
の火」の逸話が語られる場面で登場する「三角標」は
近代科学を象徴する工場の「煙突」や「送電鉄塔」が
イメージされている（石井，2015a，2017c）。
　詩「薤露青」は，上記詩句の後に，「水は銀河の投
影のやうに地平線までながれ／灰いろはがねのそらの
環」という詩句が続く。この詩句にある「灰いろはが
ねのそらの環」は，童話『銀河鉄道の夜』では，蝎の
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逸話の後に出てくる十字架の上に架かる「苹果（りん
ご）の肉」のような「青じろい雲の環」と関係がある。
生活の中心に信仰（宗教）を置いていた時代が去り，
人々の信仰が宗教から近代科学に移行したことを示し
ている（石井，2016c）。

２）宗教の復活
　「蝎（ウミサソリ）」が神に祈ったとき，それを聞き
入れたのは「梟」ではなく近代科学の技術を持つ化学
者たちであり，彼らが「昔のお金持ちが今の貧乏人」
である「ウミサソリ」を物語の「狩猟民」や「東北」
の先住民達に「さいはひ」をもたらす聖なる生き物に
した。しかし，近代科学は，人々に「物質的な豊かさ」
をもたらすが，様々な弊害（人間の自然征服・商品機
械化，自由の喪失，苦痛を強いる労働など）ももたら
した。そこで，賢治は，宗教を復活させ，科学に宗教
を合致させようとした。そして，法華経の「焼身自己
犠牲」の暗喩である「楊」を「蝎の火」の近くに置いた。
　この「楊」は北米を舞台にしているのでヤナギ科ヤ
マナラシ属の落葉高木である「アメリカヤマナラシ
（別名；アスペン）」（ヤナギ科；Populus tremuloides 
Michx.）であろう。ヤマナラシ属の植物の多くは，賢
治が生きていた時代あるいはそれ以前から自ら（ある
いは種として）の命を絶ち（伐採され），その体をマッ
チの軸木に変え「炎」となって人々の生活向上に貢献
していた。まさに経典『法華経』に出てくる「焼身供
養」の象徴でもある「一切衆生憙見菩薩」の化身であ
る（石井，2014a，2015a）。賢治は「楊」の中でも「ギ
ンドロヤナギ」（Populus alba L.）が特に好きで，羅
須地人協会の庭に植えたり，自分の身代わりに苗木を
知人の学校に寄贈したりしている。

　複数の「アメリカヤマナラシ」の木の幹で透かし出
された近代科学の「炎」は，「烏瓜の明かり」や後述
する「もみや楢で包まれた街燈」のような「縞模様」
を形成して美しく燃え上がる。すなわち賢治は，近代
科学と宗教を合致させた「キメラ」をギリシャ神話の
半身半獣の「ケンタウロス」になぞらえて「アイヌ」
の「神（カムイ）」である「梟」と入れ替えたのである。
　このように，賢治は，「ウミサソリ」を含む石灰岩
を基に作られた炭酸石灰や石灰窒素を法華経の精神で
使えば「東北」の酸性土壌の大地を農業に適した大地
に変えることができ，農業に従事する「先住民たち」
の生活を豊かにすることができると信じたように思え
る（2018a）。それは強いては，「移住者」たちとの共
生にも繋がると考えた。

10．瓜に飛びつく人達
　第一次～第四次稿「サウザンクロス」の停車場近く
に立つ「十字架」に対しては「つつましく」以外に「子

供が瓜に飛びついたとき」のように歓喜の声をあげて
いる人達が描かれている。この場面は，カーバイド工
場の炎（近代科学の炎）をイメージできる「蠍の火」
や「蠍の形」に並んだ工場の「煙突」や「送電鉄塔」（三
角点）をイメージできる「三角標」を見た後に現れる。
この「十字架」は，「北十字」のものと異なり「青や
橙やもうあらゆる光でちりばめられ」ている。この「あ
らゆる光」とは，人々が望むもの，物質文明がもたら
したものを手に入れることができる金（貨幣）や宝石
の輝きであり，賞賛であろう。
　十字架に対して「子供が瓜に飛びついたとき」の
ようなという表現に使われた「瓜」とは何であろう
か。子供が好きそうな「マクワウリ（甜瓜；melon）」
（Cucumis melo L．var．makuwa Makino）あるいは「ス
イカ（西瓜；watermelon）」（Citrullus lanatus（Thunb．） 
Matsum．et Nakai）が考えられるが，十字架が近代
科学を比喩したものと考えれば多分赤い血をイメージ
できる「スイカ」であろう。
　「先住民」である北海道の「アイヌ」（あるいは東北
の「エミシ」）は「和人」との婚姻を望むものが少な
くなかったという。近代文明に接触した「アイヌ」は
近代科学がもたらす「物質的な豊かさ」を得るだけ
でなく，「生き抜く」ために，また子供が自分よりも
「しあわせ」になるようにと，「アイヌ」であることを
否定して，そして「血」を薄めるために「シャモ（和
人）」との婚姻を望んだという。「和人」の「血」も，
被差別を回避するため，あるいは「物質的な豊かさ」
をもたらすという意味では「アイヌ」にとって「科
学」に匹敵するものであったのかもしれない（石井，
2019c）。
　さらにもう１つ，「瓜」には重要な意味が隠されて
いる。「瓜」は英語で「gourd」（発音記号：gˈʊəd）
というが，この語彙の発音と似ているものに「gold
（金）」（góʊld ）がある。すなわち，「瓜に飛びつく」
とは「先住民」にとって「物質的な豊かさ」が手に入
る「血」と「金（貨幣）」に飛びつくという意味が含
まれている。（続く）
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